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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞分裂開始の重要な制御因子。クロマチン全体の構造、特にヒストンのメチル化を安定化させることで恒常的ヘテロクロマチンの構造を維持することにより、ヘテロクロマチン形成に直接関与する。ヒストンメチルトランスフェラーゼKMT5BおよびKMT5Cをリクルートして標的とし、エピジェネティックな転写抑制を引き起こす。ヒストンH4のLys-20トリメチル化を制御する。クロマチン修飾酵素をプロモーターにリクルートすることで、転写抑制因子として機能すると考えられる。E2Fを介したトランス活性化の強力な阻害剤であり、E2F5と優先的に会合する。サイクリンAおよびEに結合し、アデノウイルスE1Aタンパク質に結合し、その形質転換能に関与している可能性がある。腫瘍抑制因子として作用する可能性がある。
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	Phospho-Rb2 p130 (Ser952) 抗体を使用した、K562、Hela 溶解物中の Rb2 p130 (Phospho-Ser952) のウエスタン ブロット分析。
	

	Hela中のRb2 p130（リン酸化Ser952）（緑）に対するRb2 p130（リン酸化Ser952）抗体およびDAPI（青）を用いた免疫細胞化学分析
	

	Rb2 p130（リン酸化Ser952）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

